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　「土木って何をする仕事なんだろう？」
　そんな素朴な疑問を胸に、地元の中学生3人が江口組
に2日間の職場体験に来てくれました。少し緊張しながら
玄関をくぐってきた彼らの表情には、不安とワクワクが入
り混じっていたように見えました。
　今回の職場体験で私たちが目指したのは、中学生達に
「土木の本質」にふれてもらうこと。それは、ただ河川の護
岸をつくる、道路を直す、ということではありません。街を
守り、支え、人の暮らしを陰から支える“見えないチカラ”
としての土木の存在を、自分の目で見て、体で感じてもら
うことでした。

場見学では、完成した道路や橋、さらには堤防の
裏側などを見てもらいました。なぜこの構造にな

っているのか。どうやって水を逃しているのか。なぜ“こ
の場所”に“この工事”が必要なのか。説明を受けながら、
最初は黙って聞いていた彼らの表情が、少しずつ変わっ
ていきます。
　「え、こんなところにも工夫があるんだ」
　「土木って、身近なところにいっぱいあるんですね」
　こんな言葉を言ってくれ、だんだんと興味を持ってくれ
るようになりました。
　特に印象的だったのが、測量体験です。専用の測量機
器を使って高さを測ったり、図面との整合を確認したりす
る作業は、初めての体験。最初は戸惑いながらも、次第に
真剣なまなざしでメモを取り、仲間と相談しながら取り組
む姿に、現場のスタッフたちも思わず笑顔になりました。
　「土木ってすごい」
　この一言を、3人のうちのひとりが、ぽろっと口にしたと
き、私たちは少しでも本質を伝えられたと確信しました。
　そして体験の後半では、「安全管理」や「熱中症対策」の
大切さについて学んでもらいました。ここで彼らには、実
際に現場で使える「啓蒙ポスター」を作ってもらうことに。
自由な発想で描かれたポスターには、「水分補給は、未来
の命を守る」「声かけひとつで事故が減る」など、私たちで

は出てこない言葉が並び、驚きと感動の連続でした。完
成したポスターは、現場で掲示することが決定しました。
“伝える”という行動が、実際の安全文化づくりにまでつ
ながった瞬間でした。

の職場体験を通じて、中学生たちが土木の魅力を
感じてくれたことはもちろん嬉しいことでしたが、

一番心を動かされたのは、私たち大人のほうだったかも
しれません。初めて中学生を受け入れることになった現
場の社員たちは、最初こそ「どう接すればいいのか？」と
戸惑い気味でした。でも、彼らのまっすぐな目に応えよう
と、それぞれの現場で工夫を凝らし、全力で土木の魅力
を伝えてくれました。
　そして、江口組の新入社員たちの姿にも感動しました。
まだ現場に出始めたばかりの若手が、中学生に対して一
生懸命言葉を選び、図面を説明し、自分の言葉で仕事の
魅力を伝えようとする姿。そのひたむきさに、「ああ、育っ
てきているな」と感じた社員も多かったようです。
　土木という仕事の本質は、「地域の皆さんの暮らしを
支えること」それを学びに来てくれた中学生に、逆に“初
心”を思い出させてもらったように思います。そんな感覚
を、私たち全員が共有しました。
　最後に中学生たちは、笑顔で「また来たい！」と言ってく
れました。その言葉が何よりのご褒美です。「こちらこそ
来てくれて、本当にありがとう」という気持ちでいっぱい
です。また来年も、参加してくれた生徒達の後輩が江口
組に来てくれる日を楽しみにしています。

中学生たちの「土木ってすごい」
その一言が現場に小さな奇跡を起こした！

江口グループ　代表取締役社長　江口　充

江口グループ 令和7年7月発行第　　　号216

現

ここ

測量に取り組む中学生
素晴らしいポスターを作ってくれました！
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このニュースレターの他に、江□組公式SNSでも頻繁に情報を発信し

ていま坑 いいね、フォロー、登録をして現場や社内の様子、社内行事、

現場監督の働きぶりを見てください!毎日どれかは必ず更新しています!
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①靖回神社・築土神社

行きたい場所へ行き

楽しい思い出を

作 りました ♪

では各々

①屋形船

②月島もんじゃ。豊洲市場

一
　

　

一

小 松 駅
ス タ ー ト !

③スカイツリー・玄品浅革

小 松 駅
お わ り ♪

お昼ご飯は

月島もんじゃ !

豊洲市場では

デザートも食べて
お腹いっばい♪

日日はあいにくの

雨でしたが

そんな天気も

気にならないくらい

楽しく最高の

時間を過ごせました :

⑤浅草

0 www.facebook,com/eguchigumi/ 翻 X @eguchigumi 鞘 回 eguchigumi
Yo朋 i匝ロえぐチャンネル! 螂
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江口組

ご意見・ご感想などがございましたら

ＳＮＳ または 同封してあります

アンケートハガキにてご連絡下さい！！

さんこんにちは。広報部のきゅうだです。
5月27日に新入社員たちと年に２回、開催されてい

る小松能美建設業協会主催のアドプト活動に参加し、花植
えを行いました！
　アドプト活動とは、行政が管理している道路や公園
などで、清掃活動や花植えなどのボランティアを行
い、その場所が多くの人に親しまれることを目的とし
た取り組みです。

回はピンク・赤・白のニチニチソウとベゴニア
を植えました。花の配置や色の組み合わせな

どを考えながら、４人で協力して作業を進めました♪
　作業の途中には近くの幼稚園の園児たちも手伝ってく
れ、一緒に花を植えました。園児たちの元気いっぱいに作
業している様子を見て、私も元気になりました！
　植えた花は小松空港軽海線の細工町～お宮町交差点
の道路沿いにあります。とても華やかになっているので近
くを通った際はぜひご覧ください♪

春の花植え！
花壇を見た人が笑顔になりますように！

皆皆

今今
新入社員の人たちが率先して

動いてくれました！！
園児たちとも楽しく話しながら

花植えをしました♪

さんこんにちは、広報部のかわさきです。
もう夏も本番！ 江口組の熱中症対策について紹介

します。
①掲示物
　江口組オリジナルキャラクターを使った看板やポス
ターを現場に掲示しています。
 キャラクターの「えぐ」が、その日1日の熱中症危険度を
知らせてくれたり、熱中症になってしまった場合の対処
法をわかりやすく伝えてくれたりと、現場での呼びかけ
はバッチリです！
②休憩場
　テントやパラソル、ハイエースを移動式事務所として

活用し、快適な休憩スペースを設けています。ミスト
ファンやスポットクーラー、冷たい飲み物も完備してお
り、作業員さんたちがしっかりと休める環境を整えてい
ます。
③かき氷
　毎年恒例の「出張かき氷屋さん」も大人気！
　広報部や建設ディレクターのメンバーが現場に出向
き、社員や作業員さんに手渡しでかき氷を振る舞いま
す。皆さん笑顔で「ありがとう」と言ってくれるこの時間
は、私たちにとっても嬉しいひとときです♪　今年はまだ
開催していませんが、そろそろ開店準備を始めていきま
す！ 

場での取り組みをご紹介しましたが、もちろん社内
でも熱中症対策は万全です。

　今後も安全第一で、みんなが元気に夏を乗り越えられる
ように取り組んでいきます！

今年も始まる！
江口組の夏のおもてなし

皆皆

現現

①掲示物 ②休憩場 ③かき氷


